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国立研究開発法人 産業技術総合研究所
平成29年度 研究評価委員会

（生命工学領域）

説明資料

国立研究開発法人 産業技術総合研究所
生命工学領域

目次

１．領域の概要

（１）領域全体の概要・戦略
（２）技術的ポテンシャルを活かした指導助言等の実施

（３）マーケティング力の強化

（４）大学や他の研究機関との連携強化

（５）研究人材の拡充、流動化、育成

（６）前年度評価コメントへの対応

２．「橋渡し」のための研究開発

（１）「橋渡し」につながる基礎研究（目的基礎研究）

（２）「橋渡し」研究前期における研究開発

（３）「橋渡し」研究後期における研究開発

2
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１． 領域の概要

3

バ
イ
オ
プ
ロ
セ
ス
に
よ
る
物
質

生
産
技
術
革
命
を
目
指
し
て

（
ス
マ
ー
ト
イ
ン
ダ
ス
ト
リ
ー
）

豊
か
で
健
康
的
な
ラ
イ
フ

ス
タ
イ
ル
の
実
現
を
目
指
し
て

成功率の高い効率的な創薬プロセスの実現を目指して

健康で活力のある⾧寿社会と持続可能な社会の実現を目指して
（１）領域全体の概要・戦略

4

バイオマーカー
による診断技術

創薬最適化
技術

医薬候補
物質探索

創薬
基盤

バイオ
生産

医療基盤
ヘルスケア

幹細胞操作
評価技術

健康評価
技術

医療機器・
デバイス開発

組換え植物
による生産

組換え微生物
による生産

バイオ資源
探索
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5

バイオメディカルRI

創薬分子
ﾌﾟﾛﾌｧｲﾘﾝｸﾞRC

生物プロセスRI

健康工学RI

創薬基盤RI

代表的な研究成果研究センター（RC）と研究部門（RI)

(17名)

(107名)

(47名)

(32名)

(55名)

植物工場での生産物が動物用医薬品に承認
イヌ歯肉炎軽減剤として販売:2014/3

ヘ
ル
ス
ケ
ア

医
療
基
盤

バ
イ
オ
生
産

創
薬
基
盤

研究戦略部15名、総数273名（2018/2/1現在）

臨海センター

臨海センター、つくばセンター

関西センター、つくばセンター

四国センター、つくばセンター

北海道センター、つくばセンター
共生細菌を介した殺虫剤抵抗性害虫の出現メカニズ
ムの解明 発表日:2018/1/18

生命工学領域の研究組織

マラリア原虫の迅速・超高感度検出装置の開発
NHK World掲載:2014/2/04

糖鎖マーカーを用いた肝繊維化検査技術の実用化
に成功 保険適用:2015/1/1

生物発光イメージングによる細胞機能の解明
（三色発光ルシフェラーゼの開発）

マウスES細胞から胃の組織細胞の分化に成功
発表日:2015/8/4

汎用ヒト型ロボット「まほろ」等による高感度分析技
術 産総研ベンチャー認定:2015/7/6

ゲノム編集でニワトリを品種改良（アレルゲンを含ま
ない鶏卵の生産） 発表日:2016/4/07

モバイル遺伝子検査機を開発 現場に持ち込み、約
10分で検査 発表日:2017/2/08

6

地域センターと生命工学領域
北海道センター:バイオものづくり

東北センター:化学ものづくり

福島再生可能
エネルギー研究所

つくばセンター

中部センター:
機能部材

関西センター:電池技術、医療技術

四国センター:ヘルスケア

中国センター:
バイオマス利用技術

九州センター:
製造プラント診断

イヌ歯肉炎軽減薬

z 植物による有用物質生産
z 微生物による有用物質生

産

z バイオマーカーの高感度・
簡易計測デバイス

z 発光機能イメージング

z ゲノム編集技術
z 遺伝子定量システム
z 抗体・疾病マーカの研究

29人32人

19人

地域センター職員数:
計100名

（領域職員の37.5%）

ゲノム編集でニワトリの改良

超低コスト診断チップ

産総研・阪大 先端フォト
ニクス・バイオセンシング

OIL（職員３名、他10名）

産総研・阪大 先端フォト
ニクス・バイオセンシング

OIL（職員３名、他10名）

臨界副都心センター:バイオ・IT融合

z ロボット創薬技術
z 分子プロファイリングによる最

適化
z 天然物ライブラリーによる候

補化合物探索

20人
創薬支援ロボット

産総研・早大 生体システ
ムビッグデータ解析OIL
（職員４名、他19名）

産総研・早大 生体システ
ムビッグデータ解析OIL
（職員４名、他19名）

- 27 -



7

領域配賦
16.7億円 (39%)

戦略予算
2.8億円 (6%)

民間資金
5.8億円 (14%)

公的資金*
17.3億円 (41%)

平成29年度生命工学領域予算

収入
42.6億円

支出
27.1億円

（平成29年12月時点）

運営費交付金
19.5億円
(45%)

外部資金
23.1億円
(55%)

運営費
11.8億円
(43%)

研究費
15.3億円
（57%）

113%

111%

97% 枠内:前年同月比

100% 68%

人件費
6.4億円 (23%)

光熱水費
4.1億円 (15%)設備／消耗品費

9.4億円 (35%)

その他
5.9億円 (22%)

動物飼育施設運営費
1.3億円 (5%)

84%

103%

100%

62%

51%

＊再委託費を除く
直接経費額

8

研究ユニット
へ配分

予算配分の方針と推移

� 予算配分

3.9
5.4 5.1

3.9

4.5 4.5
1.5

0.7 1.41
1.4

2.6
1

1
0.6

1.5

1.3
1.5

0.5
0.3

0.8

0

2

4

6

8

10

12

14

16

18

H27年度 H28年度 H29年度

領域予算の配分の推移

予備費
研究戦略部経費
動物飼育施設運営費
産学官連携推進支援
ユニット研究推進支援
重点課題配分
実績評価配分
基礎配分

14.1億円
14.8億円

16.7億円

10.3
73%

12.0
81%

13.6
82%
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9

領域の運営方針

� 領域のミッション
• 世界最高水準の研究開発の推進（3本柱）
• 研究成果の発信・普及（橋渡し、論文発表）
• 産業界に役立つ人材の育成
• 国際的プレゼンスの向上

� 研究への取組
• 目的基礎研究、橋渡し前期・後期の研究をバランス良く実施
• 自身の研究の位置づけを意識し、位置づけに合わせた見える成果を指標

9 目的基礎研究 ⇒ 論文など
9 橋渡し前期 ⇒ 国プロ等、知財の創出
9 橋渡し後期 ⇒ 民間からの資金、ベンチャー創出

10

産業界と一体となった研究開発
意見交換会 戦略的アライアンス 冠ラボ（通称）

• 産総研の研究成果・研究ポ
テンシャルを知ってもらう

• 産業界からみた率直な評価
を教えてもらう

• 産業界のニーズを産総研が
理解する

• 産業界のご意見を産総研の
研究課題に反映

企業と守秘契約を結んで共同
研究課題を探索

共同運営委員会で計画承認・
研究管理

• 産総研の研究者を配置
• 研究を共同運営
• 知財の取扱に対する優遇措

置
• 研究の機密性を確保

産総研発ベンチャー 技術を事業として橋渡し

良い課題が見つかれば

意見交換

企業等との連携戦略

お互いに良く知る 共同運営 企業の研究室を産総研に

産総
研

企業
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生命工学領域 第４期の研究展開の方針

11

社会ニーズ 第４期の取り組み
① 創薬基盤技術の開発

新薬化合物候補探索の最適化・高速化
z 網羅的薬効解析技術の確立（ヒト完全⾧cDNAライブラ

リー、天然物ライブラリーの活用）
z AI融合によるロボット創薬技術（高再現性、高効率、手順

の共有化）

新しい分子標的の探索・発見 z 糖鎖の解明と創薬への展開（糖鎖科学の構築、診断から
治療へ）

生体分子の構造・機能解析の高度化 z 高度イメージング技術（ナノイメージング、単粒子構造解
析）

② 医薬基盤・ヘルスケア技術の開発
再生医療等に向けた幹細胞操作技術
（安全性・安定性の確保）

z 再生医療・創薬スクリーニングに向けた幹細胞操作技術
（安全性、安定性、臓器発生・集積化）

POCを可能にするヘルスケア技術
z POCに向けた診断機器・遺伝子解析機器の開発（小型・

高精度・可搬型）
z 医療機器等の品質・有効性・安全性等に関する標準化・ガ

イドライン化
⓷ 生物機能活用による医薬原材料等の物質生産技術の開発

バイオプロセスによる生産技術革命
z ゲノムデザインによるものづくり革命（スマートセル・インダスト

リーの実現、有用物質の高効率生産）
z 多種多様な生物の機能解明とその産業応用技術

:平成29年度に大型の戦略予算を投入した課題

12

生命工学領域の研究開発ロードマップ

目
的

基
礎

アウトカム 社会への貢献

バイオプロセスを用い
た多様な物質の生産に
よる環境負荷低減

H31H27

革新的バイオプロ
セスによるグリー
ンイベーション

高効率な医薬品、バイ
オ燃料、バイオ由来機
能性化学品生産

超高速
PCR装置

生物共生機構の解明

インターベリー

新薬化合物候補探索
の最適化・高速化

再生医療等に向け
た幹細胞操作技術

新しい分子標的
の探索・発見

生体分子の構造・
機能解析の高度化

POCを可能にす
るヘルスケア技術

バ
イ
オ
生
産

創
薬
基
盤

医
療
基
盤
・
ヘ
ル
ス
ケ
ア

橋
渡

後
期

目
的

基
礎

橋
渡

後
期

目
的

基
礎

橋
渡

後
期

早大OIL
インフォマティックス

ゲノム解析、オミクス解析技術

天然物利活用
糖鎖分析利用

糖鎖創薬

イメージング
生体分子解析・利用

中分子創薬

DAI
CENTER

リアルタイム生体イメージング

微細加工技術

材料開発

細胞操作技術

動・植物利用技術

AMEDプロ
(臓器チップ)

機能性・毒性評価、臓器チップ

POCTデバイス

阪大OIL
マラリア診
断デバイス

誘電率
顕微鏡

リン酸化アレイ

医療機器等の実用化支援
医療機器開発
ガイドライン

革新的医療機器

肝線維化
マーカー

AMEDプロ
(糖鎖創薬)

より精密な創薬を可能とする基盤技術

再生医療の標準化

まほろ

バイオプロセスに
よる生産技術革命

精神疾患
モデル

微生物探索・利用技術

NEDOプロ
(スマートセル)

スマートセルインダストリーを実現する基盤技術

ゲノム編集
ニワトリ

新しい概念に基づ
く治療困難な疾患
に対する治療薬

薬効・毒性評価の精
密化による医薬品開
発迅速化、費用削減

創薬技術・医療技術
の革新によるライフ
イノベーション

幹細胞利用の安全
性向上による再生
医療の実現

様々な疾患のその
場・迅速・簡便な
診断

SDGsへの貢献
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130,000

13
H27 H28 H29

120,000細胞内シグナル伝
達の網羅的解析シ
ステム

メダカを使ったフェ
ノタイプスクリーニ
ングシステムの開発

30,000

臨床用ヒトiPS細胞作製
技術の確立と産総研発
ベチャーによる実用化

40,000

マイクロ臓器ブ
ロック開発 80,000

遺伝子組換え温室を
用いた新規植物組換
え技術の開発

日印融合研究を核と
したアジア持続的ラ
イフイノベーション

38,000
日印融合を基幹とし
たバイオ研究の戦略
的アジア展開

産総研ナノイメージン
グ・ソリューションズ
センター中核技術構築
プロジェクト

生きた細胞の高感
度・機能イメージ
ング技術の開発

スマートセルPJ
（NEDO）150,000

臓器チップPJ
（AMED）

大型国際連携
DAICENTER

実用化
コンサル機能強化

産総研発
ベンチャー設立

PoC確立
企業連携

細胞初期化技術の
世界制覇

23,800

96,000

研究の重点化（戦略予算）

60,00060,000

80,00080,000

20,00020,000

H30

70,00070,000

30,00030,000

150,000150,000

52,00052,000

非競争領域オープンイノベーショ
ンによる創薬支援センター設立を
目指すベースラインプロジェクト

マイクロバイオーム創薬支援に向
けた計測基盤・標準整備

製薬業界の分析
部隊の統合化

細菌叢解析の
世界標準

（数字の単位:千円）

14

平成29年度の主要な研究成果とその展開

創薬基盤技術の開発 医療基盤・ヘルスケア技術の開発
生物機能活用による医薬原材料等の

物質生産技術の開発

目
的
基
礎

z 発現データを利用したin vitroとin vivo
の肝毒性評価データベースの構築

z マイクロバイオーム解析の精度管理
のための人工核酸標準物質を開発

z 共生細菌を介した殺虫剤抵抗性害虫
の急速な出現メカニズムの解明

リボソーム16SrRNAの種間共通領域（灰色）
と人工配列（黄・緑・赤）を組み合わせて設計

0 

20 

40 

60 

80 

100 

橋
渡
し
前
期

z 糖鎖標的探索を指向した比較糖鎖解
析の高感度化

z 高性能ナノカーボン電極の開発 z 遺伝子発現を制御する新規機能性
核酸の開発

市販機
と比較し
て10倍
以上高
感度に

橋
渡
し
後
期

z 液中試料をそのまま10nmの分解能で
観察する新規技術の開発

z 紙・フィルム・テープでつくる医療診断

用チップ
z ケトン体・3-ヒドロキシ酪酸の生物生

産

好気培養 
PHB蓄積 

一滴の血液から簡便、迅速、安価
に診断（1-3円/チップ）

表面処理でVEなどを溶液中で測定可能に

生乳の乳
脂肪エマ
ルジョン
の可視化

トンスケールでの生産に成功

微好気培養
3HB分泌
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15

SDGsへ直接貢献 ＜マラリア診断技術＞
マラリアの撲滅を目指して

• 高感度（ギムザ法の約200倍）
• 正確（原虫感染赤血球数をカウント）
• 迅速（約15分）
• 電池駆動可能（現場で使用可）
• 全自動（医師・看護師の手を煩わさない）

細胞チップによるマラリア診断装置

発症前の検知が重要

染色 洗浄 検出

細胞の重層 余剰細胞の除去 細胞の単層配列

細胞チップ:単層配列を可能に

・ ・ ・

アフリカでフィールド
テスト 約300症例

WHOの推奨
診断機器

パナソニック株式会社との共同開発

国際社会の一員としての貢献

（2）技術的ポテンシャルを活かした指導助言等の実施

16

技術コンサルティング（22件）
• 創薬開発: 6件 40,044千円

（新規 4件 16,606千円）
• ナノイメージング:7件 8,197千円

（新規 2件 4,099千円）
• その他: 9件 16,554千円

（新規 8件 15,864千円）

医療機器開発ガイドライン・実用化支援
• 医療機器開発ガイドラインおよび評価指標の策定
• 医療機器開発支援ネットワークの中で、PMDA審査経験者が「伴走コンサル」として支援
• 医療機器レギュラトリーサイエンス研究会（企業51社）での医療機器審査支援

外部資金申請書作成支援
• 企業連携において外部資金申請などの支援を実施
• AMEDの糖鎖関連大型プロジェクトが採択、サポインで3課題採択

0

5

10

15

20

25

0

5,000

10,000

15,000

20,000

25,000

30,000

35,000

40,000

H27fy H28fy H29fy（12月時点）

新規契約の推移

資金 件数

6,860千円

32,746千円
36,569千円
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17

企業連携リスト:400社 （そのうち100万円以上の共同研究実績企業210社）

企業訪問・面談:104社、220回を実施
資金提供型共同研究: 計21社 25契約 提供額合計 1億2,020万円

創薬関係（4社 6件 2608万円）
医療・ヘルスケア関係 （12社 12件 7682万円）
その他（5社 7件 1730万円）

＊括弧内は訪問・面談した企業との平成29年度共同研究契約件数、提供資金額

（3）マーケティング力の強化についての実績 (IC活動実績)

0

50

100

150

200

250

0

50,000

100,000

150,000

200,000

250,000

H27fy H28fy H29fy（12月時点）

IC活動実績の推移

契約額（千円）

訪問・面談数

大学との連携強化のために大学内に連携拠点を設置 オープンイノベーションラボラトリ（OIL）
� 産総研・早稲田大 生体システムビッグデータ解析OIL（H28.7.29開所）

生命ビッグデータから生命現象のモデリングと疾病メカニズム解明を目指す
� 産総研・阪大 先端フォトニクス・バイオセンシングOIL（H29.1.6開所）

体の状態を細胞や分子レベルで調べるフォトニクスを活用したバイオ計測技術の開発を目指す

包括協定:（16大学、3研究機関、1団体）
医学・健康関係

筑波大学（22件） 京都大学（10） 名古屋大学（9）
東京大学（8） 岡山大学（6） 横浜市立大学（4）
物質・材料研究機構（3） 慶應義塾大学（2） 奈良県立医科大学（1）

解析技術関係
大阪大学（7） 早稲田大学（5） 宇宙航空開発機構（JAXA）（4）
大阪府立大学（2） 九州大学（2）

生物生産関係
農研機構（16） 北海道大学（14） 香川大（7）
徳島大学（4） 東京農工大学（3） JBA（3）

＊括弧内の数字は、生命工学領域のH29年度共同研究契約件数
共同研究契約件数合計: 132件

（4）大学や他の研究機関との連携強化

18
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（4）大学や他の研究機関との連携強化 大学内に連携拠点を設置

19

産総研・早大
生体ｼｽﾃﾑﾋﾞｯｸﾞﾃﾞｰﾀ解析OIL

産総研早稲田大学
複層的生物ビッグデータ

数理情報技術
配列解析・オミクス解析・
数理モデル化技術

ビッグデータの取得
・蓄積・解析
• メタゲノム

(腸・海洋・環境)
• シングルセルデータ
• 微量組織データ

新規配列技術開発
細胞内状態の数理
モデル化
• 細胞動態解析
• RNA機能分類
• 細胞内メカニズム推定

ゲノム・メチル化・発現変異と疾患の
関連推定技術開発

疫病メカニズム解明、創薬シーズ探索 (PJ化)

産総研・阪大
先端ﾌｫﾄﾆｸｽ･ﾊﾞｲｵｾﾝｼﾝｸﾞOIL

バイオデバイス技術
産総研

多次元ﾅﾉﾌｫﾄﾆｸｽ技術
大阪大学

・細胞操作技術
・マイクロ流体
制御技術

・低侵襲生体分子
計測技術

・高感度生体分子
計測技術

・計測信号処理技術

•研究課題１:細胞微細操作計測
→革新的評価プロセスによる創薬の高速化
•研究課題２:フォトニクスバイオセンサー
→遠隔診断・早期診断の実現
•研究課題３:ワイヤレスバイオセンシング
→新規健康・農業・環境社会の実現

医療・健康、安心・安全、農林水産、環境ﾓﾆﾀﾘﾝ
ｸﾞ

生きたままで細胞の生命現象等を可視化・情報化

平成29年度の成果
・RNA-RNAの相互作用予測速度を80倍に
・ｼﾝｸﾞﾙｾﾙｹﾞﾉﾑ解析精度を150％向上
・世界初ゲノム3次元構造データ解析によ

る遺伝子共局在の解明

• 論文4報
3月見込み
8報以上

• 国際連携
（米国など）

平成29年度の成果
・蛋白マーカー検出高感度LSPRチップを

ワンステップナノインプリントで作製
・糖尿病の早期診断を目指し、3項目同時

迅速チップ測定（16分）に成功

• 3月見込み
論文3報

• コンソーシア
ム設立
（10社）

JBAヘルスケア研究会:（JBA主催研究会）
・企業43社、70名が参加。会⾧、分科会⾧1名、分科会副会⾧2名を産総研が務める。
・個別化医療分科会、計測技術分科会、IoTとヘルスケア分科会でヘルスケア産業創出に向

けた勉強会、検討会を実施。
つくばライフサイエンス推進協議会:

・つくば市内等16企業・14研究機関が加盟
・会⾧および副会⾧を産総研職員が務める。
・臨床試料、生物遺伝子資源等を、協議会の包括協定により簡便な手続きで

譲渡可能とし、円滑な共同研究開発等を後押し。
・協働大学院による教員および大学院生の受け入れ拡大。
・若手交流会を立ち上げ、20年後の世界をテーマに6回の交流会を実施。

創薬支援ネットワーク・医療機器開発支援ネットワーク:
・内閣官房 健康・医療戦略室並びにAMEDが主導し、産総研は構成員として参加。
・創薬支援では、3件（継続1件、新規2件）の課題をインハウス予算で支援を実施中。
・医療機器開発では、伴走コンサル事業、医療機器開発ガイドライン事業を実施。

国際連携:
・米国NISTへ研究者2名を派遣（昨年度は１名）し、マイクロバイオーム分析の国際標準

化に向けた共同研究を開始
・インドDBTとの国際連携事業の拡充（0.5億円規模から1億円規模へ、7拠点を設置）
・タイ国立研究機関TISTR、NSTDAと共同研究を開始（食品中の機能性成分分析法マニュ

アルを紹介）

（4）大学や他の研究機関との連携強化

20
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Joint lab (DAILAB) 
with DBT (India)
in bio medicine 

MOU with BPPT 
(Indonesia) 

in health, food, and 
agriculture 

MOU with TISTR 
(Thailand) 

in food and health

MOU with SJTU 
(China) 

in bio medicine

アジア戦略

MOU with NIST (USA) 
in standard technology

標準戦略
標準戦略

MOU with CNRS (France) 
in standard technology

（4）大学や他の研究機関との連携強化
国際連携

人材派遣
平成29年度2名
平成28年度1名

共同ラボの設置、固有生物資源の活用、共同研究、人材育成、交流

DAILABの拡充
AIST １拠点
インド 6 拠点
スリランカ １拠点

DAICENTERへ体制強化（H29年度）
DBTから産総研に1億円相当の資金提供

マイクロバイオーム解析の国際標準化
に向けた連携強化（H29年度）

22

イノベーション人材育成
産総研イノベーションスクール・
リサーチアシスタント等の所内の
制度を活用した若手人材の育成

独自の人材育成 外部機関との人事交流

修士学生向けインターンシップ

生命工学領域独自の人材育成:専門学校生・
大学生から、学際・企業研究者まで、
幅広く国内外の人材を育成指導

クロスアポイントメント制度や
連携大学院制度の活用により、
外部機関との人事交流を推進

• 領域内ポスドク総数

• 連携大学院生

• 海外よりドクター学生、ポスドクを受け入
れ、光学企業と共同でイメージングに関する
技術・実技のトレーニング
（バイオメディカル研究部門）

• 専門学校生等へバイオ実験の基礎から技術・
実技のトレーニング
（生物プロセス研究部門）

• その他技術研究生等

19名

24名

（５）研究人材の拡充、流動化、育成

33名
• クロスアポイントメント

派遣:千葉大学、筑波大学
受入:大阪大学、早稲田大、東京

理科大学、埼玉大

• 連携大学院教員
北海道大学,東京大学,筑波大学,
埼玉大学, 香川大学,東京農業大
学 等多数

• 特定専門集中研究員の受入
カゴメ株式会社
(平成２9年度)

7名

52名

300名39名
（評価指標 目標値１5名）

研究職員採用
博士課程卒者の公募採用

• 臨床現場を持つ医師

• 最先端生命科学研究推進

• ユニット課題

19名 1名
1名
2名

16名
修士学生インターンシップ

平成31年度修士卒採用に向けた領
域内インターンシップ 16名

172名

0
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20

30

40

50

H27 H28
H29
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（３）「橋渡し」研究後期における研究開発
産総研生命工学領域発のベンチャー企業

平成29年度の民間企業・公的機関からの出資・共同研究費等獲得額:6.4億円（見込）
ロボットとITによる

創薬支援技術

ロボティック・バイオロジー・
インスティテュート（株）

総合ラボラトリーマネジメントシ
ステムとしてのロボット，ロボット
周辺機器及び ソフトウェアの
開発・販売・保守

2015/7/6認定
創薬分子プロファイリングRC

夏目 徹

糖鎖マーカー開発

グライコバイオマーカー・リーディ
ング・イノベーション（株）

2015/4/1認定
創薬基盤RI

久野 敦

細胞操作技術の
実用化

再生医療用iPS細胞の作製や細胞の
リプログラミングに関する研究開発事
業、及びバイオ医薬品等の創薬・製造
支援事業

ときわバイオ（株）

健康状態や疾患の
検知デバイス

（株）ジェイタス

2015/1/23認定
健康工学RI
永井 秀典

細胞培養装置等の
システム評価

2016/3/7認定
バイオメディカルRI

弓場 俊輔

メスキュージェナシス（株）

バイオ・ITの融合による
医薬品の共同開発

患者を層別化するバイオマーカー
の探索、ドラッグレスキュー、細胞
内リン酸化シグナルの解析

2017/9/19設立（認定待）
創薬分子プロファイリングRC

堀本勝久

ソシウム（株）

H27年度 H29年度

民間からの出資3.3億円、研究費
3,300万円を獲得

2015/3/20認定
創薬基盤RI
中西 真人

H26年度

杏林製薬社に
事業譲渡、知
財をライセンス
（2017/7）

高速遺伝子検査チップ及び装
置の製造・販売

糖鎖バイオマーカーの研究成果を
活用し臨床検査関連商品の開発
を行いこれを製造販売

民間企業から共同研究費4,500
万円、公的研究費 5,000万円を
獲得

細胞製造受託、細胞治療の
研究・開発、再生医療の安全
性・施設運用に関するコンサル
ティング

新規
設立

Ｍ＆Ａ

民間企業から1.8億円の出資、3
件の受託解析の予約受付

バイオ・ITの融合による
医薬品の共同開発

生物活性、有効成分含有量の
高いアシュワガンダ等を研究材料
として提供

Kaul-Tech（株）

新規
設立

悪性腫瘍標的
ペプチド薬の実用化

悪性腫瘍集積能と血液脳
関門通過能をもち、経口投
与可能なペプチドを用いた
脳腫瘍治療薬の開発

2016/11/4認定
（休眠中）
創薬基盤RI
福田 道子

（株）FONScure

2017/ / 認定
バイオメディカルRI

カウル スニル

H28年度

24

平成29年度の目標達成状況
平成29年度

目標
平成29年度実績

（12月末）
平成29年度

達成率 前年同月比

民間資金獲得額（億円） 12.7 (5.8) 46% 96%

論文の合計被引用数（件） 7,400 (7,368) 100% 104%
論文発表数（報） 400 (228) 57% 88%

実施契約等件数（件） 100 (128) 128% 124%

イノベーション人材育成人数（人） 15 (39) 260% 170%

その他の特筆すべき事項
【目的基礎研究】 IF10以上の論文が17報（12月末）に増加（昨年度13報）
【受賞】 堀場雅夫賞、2017年度日本分析化学会奨励賞、竹田国際貢献賞、日本動物学会奨励賞、2017年度極

限環境生物学会研究奨励賞、工業標準化表彰経済産業省産業技術環境局⾧賞
【橋渡し】 産総研技術を利用した製品が6件上市される見込み（体内時計遺伝子評価細胞等）
【産総研発ベンチャー】

• 産総研発ベンチャー（ジェイタス）が杏林製薬に買収（M&A）（高速遺伝子検出装置の販売）
• 産総研発ベンチャー1社（Kaul-Tech）を設立し、H27年度から計7社を設立
• 産総研発ベンチャーがH29年度に受けた出資額と共同研究費の総額は6.4億円（昨年度の3倍）

【国際連携】 インドDBTとの連携を強化し、1億円規模の国際共同研究事業に発展（昨年度までは0.5億円規模）
【人材育成】 独自の技術研修を実施し、国内外の300名の学生や企業人材を受け入れて育成した
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（６）前年度評価コメントへの対応

25

【コメント】
興味深い試みであるOILは、現場は任せつつも仕組みについては十分に検
証しつつ上手な運営で成果を挙げてほしい。

【対応】
• 早稲田、阪大OILともに大学側と協議しながら活動行い、論文発表の成果が出

始めている。
• 国外大学との連携や産総研コンソーシアム設立など、今後の国際連携や産学官

連携強化に向けた体制を整備した。
• 生命工学領域としてOILの運営会議に参加するとともに、ラボと共同し運営上の

問題点の解決に積極的に取り組んでいる。

① 領域の概要と研究開発マネジメント

オープンイノべーションラボラトリ（OIL）

（６）前年度評価コメントへの対応

26

【コメント】
若手人材の育成に力を入れていることは評価できるが、産総研ならではの人材育成
や教育の在り方を明確にした方か良゙いと考える。この点、広報にも力を入れて、優れ
た若手研究者が是非入所したいと思うような魅力のある研究機関となることを期待
したい。

【対応】
• 橋渡しを行う研究者育成を強く推進するために、平成31年修士卒人材のイン

ターン及び採用を開始した。
• 平成29年度は12大学におけるインターン説明会を行い、2月に16名の修士を受

け入れインターンを行った。若手学生に対して産総研のビジビリティ向上にも繋がる
ことを期待している。

① 領域の概要と研究開発マネジメント

若手人材の育成
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（６）前年度評価コメントへの対応

27

【コメント】
技術革新による産業イノベーションを進める際には、世界的なレベル

での標準化のイニシアティブを取れるかどうかが、極めて重要な問題と
なってくるため、産総研の役割として、標準化を主導するための研究や
国際連携などに対しても、戦略的に取り組む必要が有ると思われる。

また、産総研の国際化を一層進めるために、優秀な外国人研究者の採
用を積極的に行うための制度設計を行うことが望まれる。

【対応】
• 再生医療分野での国際標準化に対する貢献が評価され、「平成29年度工業

標準化事業表彰／産業技術環境局⾧表彰」を受賞した。
• 世界初の次世代シーケンサー精度管理用標準物質を開発するなど、生命工学

分野における標準化について国際的なプレゼンスを示している。
• 標準化を主導するための研究や国際連携を進めるため、NISTへの定常的な産

総研職員の⾧期派遣を行っている。

① 領域の概要と研究開発マネジメント
標準化を主導するための研究開発や国際連携

（６）前年度評価コメントへの対応

28

【コメント】
リン酸化活性による細胞内シグナル伝達の網羅的解析システムを開発

した⾧年の努力とその成果の実用化への可能性を示したことは高く評価
できる。

細胞内ネットワーク制御の解析を可能とする本技術はさらにブラッ
シュアップし、高度化推進による新たな視点での研究展開の可能性は多
いと考える。戦略的かつ計画的な研究の推進を期待したい。

【対応】
• 細胞情報伝達パスウェイ377を構成する1169タンパク質を搭載したガラス

基板によるリン酸化活性化アレイを作製し、EGF刺激による活性化パス
ウェイの経時変化の観察に成功した。

• 約600の薬剤・阻害剤の計測を行っており、また計測効率化のため、40ガ
ラス基板アレイを同時・自動計測可能な機器の開発を開始した。

• 本技術のブラッシュアップのために医療機関との連携も行いつつ、産業界
への橋渡しを目的として、測定から解析までを一連のサービスとして行う
ベンチャー企業であるソシウム（株）を平成29年9月に創立した。

② 橋渡しのための研究開発
リン酸化パスウェイの研究開発
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（６）前年度評価コメントへの対応

29

【コメント】
評価委員会の中でも外部からの産総研研究者へのアクセスに関する議

論があったが、クロスアポイントメント制度の活用を通じて、産業界と
の双方向での人材交流を促進することは、今後の産業界との連携の取組
みに大いにプラスになり、社会が産総研に求めるイノベーションへの貢
献にもつながると考える。

【対応】
• 産業界との双方向での人材交流促進のため、平成29年度は企業1社と

テクノブリッジ型共同研究契約を行い、企業より1名の出向者（特定集
中研究専門員制度による）を受け入れた。

• 本制度は社員としての資格を失うことなく、企業からの産総研への出
向を可能とする制度であり、今後も本制度を活用した人材交流を推進
して行く。

③ その他コメント
産業界との人材交流の促進

30
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H27年度 H28年度 H29年度 H30年度

研究者の採用実績（生命工学領域）

男性 女性

27.3%

14.3%

27.8% 5.6%

第4期中の女性採用比率:18.0%（産総研全体16.0%）
（産総研の目標:18%）

女性の採用状況
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2． 「橋渡し」のための研究開発

生命工学領域 第４期の研究展開の方針

32

社会ニーズ 第４期の取り組み
① 創薬基盤技術の開発

新薬化合物候補探索の最適化・高速化
z 網羅的薬効解析技術の確立（ヒト完全⾧ｃDNAライブラ

リー、天然物ライブラリーの活用）
z AI融合によるロボット創薬技術（高再現性、高効率、手順

の共有化）

新しい分子標的の探索・発見 z 糖鎖の解明と創薬への展開（糖鎖科学の構築、診断から
治療へ）

生体分子の構造・機能解析の高度化 z 高度イメージング技術（ナノイメージング、単粒子構造解
析）

② 医薬基盤・ヘルスケア技術の開発
再生医療等に向けた幹細胞操作技術
（安全性・安定性の確保）

z 再生医療・創薬スクリーニングに向けた幹細胞操作技術
（安全性、安定性、臓器発生・集積化）

POCを可能にするヘルスケア技術
z POCに向けた診断機器・遺伝子解析機器の開発（小型・

高精度・可搬型）
z 医療機器等の品質・有効性・安全性等に関する標準化・ガ

イドライン化
⓷ 生物機能活用による医薬原材料等の物質生産技術の開発

バイオプロセスによる生産技術革命
z ゲノムデザインによるものづくり革命（スマートセル・インダスト

リーの実現、有用物質の高効率生産）
z 多種多様な生物の機能解明とその産業応用技術

:H29年度に大型の戦略予算を投入した課題
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創薬基盤技術の開発 医療基盤・ヘルスケア技術の開発 生物機能活用による医薬原材料等の
物質生産技術の開発

主
要
な
研
究
課
題

z 発現データを利用したin vitroとin vivo
の肝毒性評価データベースの構築

z IT創薬技術による革新的な肺腺癌治
療薬の探索

z しなやかな相互作用を定量する新規
NMR手法の開発

z クライオ電子顕微鏡による細菌バイオフィ
ルム構造の研究

z 機械学習を活用したタンパク質分析法の
開発と細胞評価への応用

z B型肝炎治療薬の作用機構と薬剤耐
性の仕組みを解明

z マイクロバイオーム解析の精度管理のた
めの人工核酸標準物質を開発

z アモルファスナノ粒子を利用して歯組織の
迅速修復に成功

z 体軸形成に重要なsiamois関連遺伝
子の解析

z ヒトiPS細胞由来神経幹細胞の機械的
細胞分離

z メタボリックシンドロームマウスと正常マウス
の腸内菌叢比較

z II型糖尿病を誘起する未知腸内細菌
の系統と生理機能の解明

z インテリジェント人工心臓基盤技術の開
発

z 共生細菌を介した殺虫剤抵抗性害虫
の急速な出現メカニズムの解明

z ゾウムシが硬いのは共生細菌によること
を解明

z ハムシにおける葉の消化に特化した共
生細菌の発見

z 低コスト、簡便・ハイスループットな核内
受容体レポーターアッセイ法の開発

z 抗生物質耐性と細菌間コミュニケーショ
ンの遮断に寄与する両機能性酵素の
発見

z シロイヌナズナ窒素再配分の制御機構
に関与する転写因子の機能解明

（１） 「橋渡し」につながる基礎研究 （目的基礎研究）

リボソーム16SrRNAの種間共通領域（灰色）
と人工配列（黄・緑・赤）を組み合わせて設計

34

（１） 「橋渡し」につながる基礎研究 （目的基礎研究）

肝毒性評価データベースの構築

AMED事業による研究成果

肝毒性評価のため150化合物（医薬品等）を
①ラット個体（in vivo）
②ラット肝細胞（in vitro）
②ヒト幹細胞（in vitro）

へ曝露した際の遺伝子発現情報解析を実施

医薬品の開発過程において毒性評価は
重要なプロセス。中でも肝毒性は多くの医
薬品代謝に関わる。

以下の情報を持つデータベース（toxBridge）を構築
①遺伝子刻印とそれらのパスウェイ解析結果
②in vivo遺伝子発現データと生理学的データの関連解析結果
③in vivoとin vitroのデータを数理解析によりブリッジングした結果

製薬企業などで資源
やツールとしての利用
が期待される成果

- 41 -



35

（１） 「橋渡し」につながる基礎研究 （目的基礎研究）

B型肝炎治療薬の作用機構と薬剤耐性の仕組みを解明

英国の学術誌「Scientific Reports」に掲載

B型肝炎治療薬
（エンテカビル）

HIV逆転写酵素
（構造研究に適した安定

なタンパク質）

DNA

• エンテカビルはMetと相互作
用して結合

• Metが小さなアミノ酸になる
と結合不可に（薬剤耐性
獲得）

• B型肝炎ウイルス（HBV）の逆転写酵素活性を阻害し、治療薬として広く普及している核酸アナログ製
剤（エンテカビルなど）に耐性を示す症例が報告

• 新薬開発には薬剤が結合した逆転写酵素の立体構造の情報が不可欠だが、HBV逆転写酵素は非常
に不安定なタンパク質で構造研究が困難

• 類似の核酸アナログ結合部位をもつHIV逆転写酵素を利用してその構造を解明

薬剤耐性B型肝炎ウイル
スに作用する新薬開発に
結び付く成果

HBV逆転写酵素
（非常に不安定なタンパク質

で構造解析が困難）

改変HIV逆転写酵素
（安定なタンパク質で
構造解析が可能に）

エンテカビルが結合するようHBV型のアミノ酸に置換（Gln→Met）

36

（１） 「橋渡し」につながる基礎研究 （目的基礎研究）

マイクロバイオーム解析の人工核酸標準物質を開発

英国の学術誌「Nucleic Acids Research」に掲載

• マイクロバイオームを次世代シーケンサーで解析する際の精度管理用人工核酸標準物質を開発
• マイクロバイオーム解析時に内部標準として試料に添加して利用
• 次世代シーケンサーによるマイクロバイオーム解析の標準化に貢献

さまざまなマイクロバイオーム試料
に適用できる精度管理用の標準
物質や適切な精度管理技術は
これまで開発されていなかった。

細菌の持つ遺伝子を模擬した人工的
な塩基配列を持つ核酸分子を開発

マイクロバイオーム（複合微生物相）はさまざまな疾患の
診断用マーカーや創薬ターゲットとして注目されている。
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（１） 「橋渡し」につながる基礎研究 （目的基礎研究）

マイクロバイオーム解析の人工核酸標準物質を開発

英国の学術誌「Nucleic Acids Research」に掲載

今回開発した人工核酸分子は多様なマイクロバイオーム試料に適用できる世界初の精度管理用標準物質
⇒ 次世代シーケンサーによるマイクロバイオーム解析の絶対定量が可能に!

創薬など幅広い分野でマイクロバイオーム解析の標準化に貢献する成果

（１） 「橋渡し」につながる基礎研究 （目的基礎研究）

共生細菌を介した殺虫剤抵抗性害虫の急速な出現メカニズムの解明

英国の学術誌「The ISME Journal」に掲載

• 害虫の殺虫剤抵抗性は、共生細菌を介することで従来考えられていたよりも急速に出現する
• 2回の殺虫剤散布で土壌中の殺虫剤分解菌が増え、害虫カメムシに感染して殺虫剤抵抗性を与える
• 殺虫剤抵抗性の害虫の発生を未然に防ぐ新たな技術開発への貢献に期待

わずか2回の農薬散布で
害虫の殺虫剤抵抗性は
共生細菌を介してあっと

いう間に発達する

殺虫剤抵抗性害虫の発
生を未然に防ぐ新たな害
虫防除技術の開発につ

ながる可能性農薬散布に伴うカメムシの
殺虫剤分解菌への感染率
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2回
散布

4回
散布

6回
散布

不
検
出

カメムシ腸内に共生細菌を
保持する共生器官がある

感
染

率
%
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（１） 「橋渡し」につながる基礎研究 （目的基礎研究）

ハムシにおける葉の消化に特化した共生細菌の発見

米国の学術誌「Cell」に掲載

• アオカメノコハムシの共生細菌スタメラのゲノム配列を決定、解析
• 細胞壁の主要成分であるペクチンの分解酵素の生産に特化し、宿主の成⾧に必須
• 植物食における細胞壁破壊の重要性に洞察を与え、農業害虫防除の新規標的としても期待

アザミの葉を食害する
アオカメノコハムシ

共生細菌の殺菌除去で
アオカメノコハムシの生存率が激減

ペクチン分解に特化した
共生細菌の極小ゲノム

植物消化機構
を標的とした新
たな害虫防除
法の開発につ
ながる可能性

40

（１） 「橋渡し」につながる基礎研究 （目的基礎研究）
抗生物質耐性と細菌間コミュニケーションの遮断に寄与する両機能性酵素の発見

• 一部の細菌は自身が生産するシグナル物質を介して周囲の細菌を感知し、相互にコミュニケー
ションをとることが知られている

• シグナル物質を分解し、細菌間コミュニケーションの遮断する新規酵素を多剤耐性菌より分離す
ることに成功

• 同酵素がペニシリン等の多様なβラクタム系抗生物質も分解し多剤耐性にも寄与することを発見

学術誌「Applied and Environmental Microbiology」“スポットライト研究”に選出

細菌間コミュニケーションの遮断
と抗生物質耐性という従来全く
異なる機能と考えられてきた両
者に関連性を示した初めての例

現在世界中で問題となってい
る多剤耐性菌の出現に細菌
間シグナル分解酵素が関与し
得るという新たな知見を提唱

βラクタム系抗生物質

微生物間
コミニケーション物質

(AHLs)
両機能性酵素

細菌間
コミニケー
ション遮断

抗生物質
耐性

βラクタムアシラーゼ

AHLアシラーゼ

～
遮断

～
～

耐性
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（１） 「橋渡し」につながる基礎研究 （目的基礎研究） 
• テーマ設定の適切性

活力のある健康⾧寿社会と持続可能な社会実現のため、高度な創薬・診断を推進する基盤技術開発、
および効率的かつ高品質な物質生産を将来的に見据えた研究テーマを設定している。

• 論文の合計被引用数
目標値:7,400件
実績値:7,368 件 （平成29年12月時点）
対象論文数:1,153報 （2014～2016発表
論文）、1報あたりの平均引用数 6.4

• 論文数
目標値:400報
実績値:228報 （平成29年12月時点）
見込み:350報

• 学会賞の受賞
堀場雅夫賞、2017年度日本分析化学会奨励賞、竹田国際貢献賞、日本動物学会奨励賞、
2017年度極限環境生物学会研究奨励賞、工業標準化表彰経済産業省産業技術環境局⾧賞

• 大学や他の研究機関との連携状況
① 筑波大学、農研機構、JBA、JAXAなど20機関と包括協定を締結
② タイ国立研究機関TISTR、NSTDA、NFIと共同研究に向けて協議。NFIとOILを締結
③ 創薬支援ネットワークの構成員として、アカデミア発創薬に向けた支援を実施
④ 早稲田大学、大阪大学のオープンイノベーションラボラトリで、企業連携に向けた研究開発を実施
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論文発表、被引用件数の推移

論文数 引用数

42

創薬基盤技術の開発 医療基盤・ヘルスケア技術の開発 生物機能活用による医薬原材料
等の物質生産技術の開発

主
要
な
研
究
課
題

z糖鎖標的探索を指向した比較糖
鎖解析の高感度化

zグライコプロテオミクスによる肺小細
胞がん糖鎖バイオマーカー候補分
子の探索と解析

z膵がん細胞表面の糖鎖をレクチン
融合薬で狙い撃ち

z切れ味の良い血清診断のための糖
鎖バイオマーカー検出プローブの開
発

z organ(s)-on-a-chipに搭載可
能な肝細胞の規格作成

z膜型臓器およびスフェロイドが実装
可能なマルチスループット細胞培
養デバイスの開発

z神経堤細胞から自律神経系の細
胞への分化誘導方法の開発

z持続発現型RNAベクターによる⾧
期マイクロRNAモニタリングシステム

z高性能ナノカーボン電極の開発

z遺伝子発現を制御する新規機
能性核酸の開発

z新規特徴量を用いた遺伝子配
列改変による発現量制御手法の
開発

z植物内在性遺伝子のメチル化制
御技術開発

z ヒトインターフェロンβを鶏卵に低コ
ストで大量生産する遺伝子組み
換えニワトリの作製

（２）「橋渡し」研究前期における研究開発
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AMED事業による研究成果

糖鎖標的探索を指向した比較糖鎖解析の高感度化

（２）「橋渡し」研究前期における研究開発

新

新

疾患に伴うタンパク質上の糖鎖修飾の変化は
新規バイオマーカー・治療標的探索の有用な指標

レクチン（糖鎖結合
能力を持つタンパク
質）を指標に解析

糖鎖標的探索
に必要とされる
感度（市販機
と比較して10
倍以上）まで
向上させること
に成功

44

肺小細胞がん糖鎖バイオマーカー候補分子の同定

（２）「橋渡し」研究前期における研究開発

肺小細胞がん糖鎖バイオマーカー候補分子として
フコシル化セクレトグラニンIII (SgIII)を同定
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膵がん細胞表面の糖鎖をレクチン融合薬で狙い撃ち

（２）「橋渡し」研究前期における研究開発

• 膵がん細胞表面に強く発現している糖鎖と、それを特異的に認識するレクチンを発見
• レクチンに抗がん薬を融合させた LDC (Lectin Drug Conjugate) は、血液凝集などの副作用がなく、

安全に生体に投与できることをマウスで確認
• 細胞最外層を覆っている糖鎖を、レクチンにより標的するという新規アプローチにより、マウス膵がんモデルの

治療に成功

Control群では無数の腫瘍結節（黄色矢印）が存在。LDCを投与すると腫瘍結節が激減!

安価なポスト抗体医薬としてレクチンが有力な薬剤キャリアーになる可能性

細胞アッセイと動物実験のジレンマ

46

肝臓、小腸、大腸、
心臓、癌などの細胞

（２）「橋渡し」研究前期における研究開発
マイクロ臓器チップ開発

動物実験に代わる、臨床試験と対応したin vitro化学物質評価系の確立
【既存の医薬品開発の流れ】

化合物を複数臓器で同時評価で
きるOrgans-on-a-chipを開発

In silico 探索 生化学的手法 治験細胞アッセイ 動物実験

ヒトin vivoの予測が困難

×種差あり

○全身評価
○ヒト細胞
×単機能評価

→臨床試験結果との不一致、Phase II/IIIでの開発中止
メリット:創薬プロセスの
迅速化、効率化、正確化

今年度、AMED事業化

今年度の成果
Organs-on-a-chipに搭載可能な肝細胞の規格作成
バラツキが生じやすい培養方法を改良・マニュアル化

膜型臓器およびスフェロイドを実装可能に改良
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（２）「橋渡し」研究前期における研究開発
線維芽細胞から自律神経系の細胞を作成

AMED事業による研究成果 関連する研究成果
神経堤細胞から自律神経系の細胞への分化
誘導方法を開発:交感神経/副交感神経の
高効率な選択的誘導が可能な条件を発見

今年度、線維芽細胞から神経
堤細胞を誘導する手法を開発

iPS細胞を介さずに線維芽細胞から自律
神経系の細胞を作成することが可能に

48

（２）「橋渡し」研究前期における研究開発
持続発現型RNAベクターによる⾧期マイクロRNAモニタリングシステム

持続発現型RNAベクターによるmiRNA検出
miRNAによる蛍光遺伝子の発現抑制レベルを評価

遺伝子発現抑制

レポーター遺伝子 リファレンス遺伝子

標的miRNA

miRNA相補的配列
KR: 赤色タンパク質
EGFP: 緑色タンパク質

miRNA検出ベクターの構造

let-7 miRNAを指標にしたiPS細胞の検出

iPS細胞
誘導ベクター ヒト線維芽細胞 ヒトiPS細胞

miRNA検出
ベクター

Day 8 Day 10 Day 12

EG
FP

K
R

iPS細胞
コロニー

英国の学術誌「Scientific Reports」に掲載

センダイウイルス変異株を骨格とした独自の遺伝子導入技術「持続発現型RNAベクター」を
利用し、蛍光イメージングにより細胞内miRNAの発現を⾧期間モニターできるベクターを開発

外来遺伝子を染色体に組込まずに高いレベルで発現できるため、感度良くmiRNAの発現を
検出でき、細胞リプログラミングによる人工神経細胞誘導やiPS細胞作製を簡便に評価可能

miRNAはターゲットとなるRNAに結合することで翻訳を制御し、幅広い生命現象に関与
一部のmiRNAは細胞および組織のマーカー分子として利用可能 ⇒ 高効率な検出系が切望
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（２）「橋渡し」研究前期における研究開発

【これまでの電極を用いた計測】
極微量物質の検出が可能な「高性能なナノカーボン薄膜電極」の開発

・血糖センサ、重金属センサなど、特にオンサイト計測で利用されている電気化学分析法は
簡便、安価である。

・(課題)現状の電極材料(貴金属等)で測定できる物質は限定的(高濃度で反応し易い物質が多
い)、光学/質量分析の性能(多様性・高感度)に劣る

・硬い （膜安定性） → 測定多様性
・導電性（高シグナル）→ 高感度
・超平坦（低ノイズ） → 低濃度測定が可

0.1 nm

ナノカーボン 市販カーボン

ナノカーボンの特⾧
1.4 nm

表面
平均粗さ

表面
平均粗さ

「ナノカーボン薄膜電極」の精緻に設計により、
従来電極よりも多くの物質を検出可能な計測技術を確立する

企業2社の協力を得て試作機を完成!

30
 c

m

ナノカーボン電極搭載
ポータブル分析機器

測定対象の拡大

貴金属電極に代替

ポータブルで高性能

高性能ナノカーボン電極の開発
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（２）「橋渡し」研究前期における研究開発
高性能ナノカーボン電極の開発

ナノカーボン薄膜

検出限界向上

薄膜構造を精緻に制御し、検出対象の多様化、高感度化を実現!

てんかん病マーカー(キヌレン酸)を非標識に高感度
検出(数10pM)。抗てんかん候補薬（キヌレン酸合
成阻害薬）の薬効評価に貢献

高活性付与選択性向上

抽出分離が不要な脂溶性物質（ビタミンＥなど）の
簡易計測を達成。既存法との高い相関性を有する

カーボン単体では検出困難な糖類・ヒ素などの検出
を実現

金属ナノ粒子ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞｶｰﾎﾞﾝフッ素コートナノカーボン

F-nanocarbon

親水化ナノカーボンナノカーボンの精密設計と新規物質への適用

親水化

疎水化
ハイブリッド化
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（２）「橋渡し」研究前期における研究開発

活
性

高

従来技術よりも低濃度で、⾧時間抑制

0

0.4

0.8

1.2

A社製 B社製

新規機能性核酸の開発

新型核酸によるmicroRNAの制御

クロスリンクされた2本鎖

AnA cap

翻訳制御

mRNA

3’
5’

結合

microRNA-タンパク複合体
microRNA

米国の学術誌「Molecular Therapy-Nucleic Acids」に掲載

クロスリンカー試薬は民間と
H29年11月に実施契約締結
（製品化はH30年度予定）

• マイクロRNAに結合し、mRNAの翻訳を従来技術よ
りも高効率で制御する合成核酸を開発

• 核酸の2本鎖を独自クロスリンク技術で安定化。細胞
内での持続的作用に成功

合成デコイ核酸

塩
基
対

細胞
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植物: 松村SPL (産総研) 微生物: 田村SPL (産総研)

化学合成不可能・困難/天然資源に依存していた産業上有用な
化合物の国内安定生産・産業基盤形成（農薬・化粧品・機能性食品・医薬品）

今年度の成果:植物内在性遺伝子
のメチル化制御技術開発

二次代謝遺伝子制御植物作製

赤色光 緑色光 紫色光

特殊な
水耕栽培

化合物高効率生産特殊栽培技術
特殊な環境・栽培技術での目的物質高効率生合成
植物種に合わせた個々の特殊栽培技術開発

遺伝子組換え植物工場
委託事業:

大学13民間2公的機関5
助成事業:7社

うち2社が産総研と連携

国産ゲノム編集基盤技術
実用植物への応用化

ハイスループット合成・分析・評価技術

遺伝子配列設計システム

新規情報解析システムの有効性検証
物質生産性向上によるターゲット化合物生産の事業化検討

委託事業:
大学6民間11
公的機関3

形質転換
/培養/抽出⾧鎖DNA合成 測定 オミクスデータ

規格化・最適化

今年度の成果:新規特徴量
を用いた遺伝子配列改変に
よる発現量制御手法の開発

化合物
高生産

スマートセル事業(NEDO)
（２）「橋渡し」研究前期における研究開発

- 50 -



53

植物: 松村SPL (産総研) 微生物: 田村SPL (産総研)

化学合成不可能・困難/天然資源に依存していた産業上有用な
化合物の国内安定生産・産業基盤形成（農薬・化粧品・機能性食品・医薬品）

物質生産最適代
謝モデル構築 ネットワーク推定

データ学習

DB構築

標的遺伝
子絞込

ダイナミクス推定

今年度の成果:植物内在性遺伝子
のメチル化制御技術開発

今年度の成果:新規特徴量を用いた
遺伝子配列改変による発現量制御手
法の開発

CMVベクターによるモデル遺伝子のメチル化誘導

モデル遺伝子実験系において通常全く
メチル化されていない遺伝子に約60～
80％メチル化を誘導することに成功!

今年度の目標であった5遺伝子につい
て実証し、一部の遺伝子では発現量を
3倍以上向上させることに成功!

化合物
高生産

スマートセル事業(NEDO)
（２）「橋渡し」研究前期における研究開発

• テーマ設定の適切性
橋渡し研究前期では広範囲にわたる生命工学関連基盤技術における、より応用的な発展・高度
化あるいは一般化・簡便化に関わる研究テーマを設定している。

• C件数
目標値:100件
実績値:128件 （平成29年12月時点）
見込み:130件

• 戦略的な知的財産マネージメントの取組状況
① 生命工学領域の各研究ユニット幹部との知財戦略の討議・情報共有、ならびに各研究ユニット
での知財戦略セミナーを実施し（全8回）、知財戦略・施策の浸透を図った。

② 戦略的な特許出願対応を進めるための取り組みとして、出願前段階におけるパテントオフィサー
との意見交換・連携を重視した対応を積極的に進め、出願前相談対応件数を大きく増加させた。
【出願前相談対応件数:平成29年12月末時点73件、昨年同期比180%】

③ 外国出願や国内審査請求の推薦においては、研究戦略的な重要性とともに、知財活用戦略
を意識した対応を進めることができた。【外国出願推薦対応:昨年同期比117%】

④ 知財アセット共通基盤領域支援の一環として、新規外国出願案件についての13件の出願戦
略支援（平成29年12月末時点)に取り組んだ。

• （参考）公的資金獲得額（直接経費）
平成29年度:17.3億円（平成29年12月時点）
平成28年度:15.6億円

（２）「橋渡し」研究前期における研究開発

54

80

90

100

110

120

130

H27fy H28fy H29fy（12月時点）

特許実施件数等の推移

基準値
（H23-25の平均）

目標値
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（３）「橋渡し」研究後期における研究開発

創薬基盤技術の開発 医療基盤・ヘルスケア技術の開発 生物機能活用による医薬原材料
等の物質生産技術の開発

主
要
な
研
究
課
題

z精神・神経疾患モデルマウスの事
業化

z双腕ロボット「まほろ」によるバイオ
実験の標準化

z液中試料をそのまま10nmの分解
能で観察する新規技術の開発

z超高効率で安全性の高いiPS細
胞作製用ベクターの開発

z紙・フィルム・テープでつくる医療診
断用チップ

z発光レポーターを用いた細胞評価
システムの開発・ガイドライン化

z超高感度・全自動マラリア診断装
置の開発

z高速リアルタイムPCR技術の実用
化

zケトン体・3-ヒドロキシ酪酸の生
物生産

z不凍タンパク質の事業化を推進

56

（３）「橋渡し」研究後期における研究開発
精神・神経疾患モデルマウスの事業化

• 脳の神経栄養因子BDNFが精神・神経疾患に関与することを発見
• 疾患モデルマウスを開発し、非臨床試験受託サービスが事業化

向精神薬および精神疾患の診断・予防などの
研究開発を促進させ健康社会の構築に貢献

平成27年度:
• BDNFが精神・神経疾患を抑制するのに対し、

BDNFの前駆体（proBDNF）やそのプロペプ
チドは疾患を亢進することを発見

平成29年度:
• BDNFとならない変異体proBDNFをマウスで

発現させることで、精神・神経疾患のモデルマウ
スを開発

• トランスジェニック社に特許をライセンシングし、向
精神薬開発のための非臨床試験受託サービス
を事業化
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（３）「橋渡し」研究後期における研究開発
誘電率顕微鏡の観察技術

水と試料との誘電率の違いを可視化することで、溶液中の生物試料や有機ナノ材料を無処理
で観察することが可能かつ10nmの高分解能を実現

製薬、食品、化粧品、材料・化学、精密機器、機
械、石油化学に関するナノ粒子材料など極めて広
い分野での研究開発に適応可能

平成28年度:
• 計測装置メーカーとの実用化のための共同研

究を開始
平成29年度:

• 本技術を実装した装置の開発段階にステージ
アップ

• コンサルタント業務を行い、材料化学系１社、
分析関連１社、食品系２社、油脂関連1社
の計５社との契約を新たに締結

• 大手飲料、日用品企業と本技術を利用した資
金提供型共同研究を実施

新規誘電率顕微鏡による細胞とナノビーズの観察

全乳 無脂肪乳

牛乳をそのまま観察
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（３）「橋渡し」研究後期における研究開発
紙・フィルム・テープでつくる医療診断用チップ

紙とフィルムと両面テープでわずか3円で医療診断用マイクロ流路チップを作製
チップ上で血漿成分の抽出、がん抗原の検出、炎症反応性タンパク質の高感度検出に成功

平成28年度まで:
• 半導体製造技術で作製するチップ

と同等の感度をもつマイクロ流路チッ
プを開発

• 一滴の血液から血漿成分を1分程
度で抽出可能に（回収率:60-
80％、抽出時間:30-90 秒）

• 現場で、簡便、迅速、安価に診断
可能（血球分離操作不要、送液
装置不要、インキュベート時の乾燥
が大きく低減、1 ～3 円 / チップ）

紙・フィルム・テープチップの使い方と
色の濃淡をスマートフォンで判読
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（３）「橋渡し」研究後期における研究開発
紙・フィルム・テープでつくる医療診断用チップ

• ベンチャー化し、2年後の上市を目指す
• 低コストで「どこでも、だれでも、簡便」な診断が可能に
• 食品や化粧品検査への応用も期待

平成29年度:
• チップ上でELISA試験を行いスマート

フォンで判読することで、扁平上皮細胞
癌抗原の検出に成功

• 炎症反応のマーカーとなるＣ反応性タ
ンパク質を従来の医療用紙片チップの
1,000倍の感度で検出

• 検出用専用蛍光分析器を開発

• 特許4件出願、化粧品会社や食品会
社と資金提供型共同研究を展開

低コスト診断用チップと専用の分析機
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（３）「橋渡し」研究後期における研究開発
発光レポーターを用いた新規細胞評価システムの開発

独自に開発した発光レポーターにより毒性評価などのための細胞評価系を構築
細胞評価システムのテストガイドライン化・製品化

皮膚感作性評価
• 皮膚感作性の動物代替試験法として、ヒト単球細

胞を用いた細胞評価系を構築
• 発光色の異なるルシフェラーゼを用いて炎症マーカー

であるinterleukin-8遺伝子と内部標準遺伝子の
発現を同時に計測

• 皮膚感作性試験法が国際的に合意されたOECD
テストガイドライン化

肝臓細胞による⾧期毒性評価
• 肝臓細胞を3次元培養し、複数の遺伝子発現を

非侵襲的に1ヶ月に渡って発光計測する評価系を
構築

OECDテストガイドライン化された皮膚
感作性試験法（OECD TG442E）

・毒性評価システム

肝臓細胞による⾧期毒性評価系
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（３）「橋渡し」研究後期における研究開発

発光レポーターを用いた新規細胞評価システムの開発

発光物質を応用した細胞評価系
• 医薬品、食品機能性素材、工業用化学物質の効

能評価や安全性評価へ応用可能
• 開発コストの削減と開発期間の短縮に貢献
• ３Ｒの理念にもとづく動物実験の低減に貢献

体内時計解析システム
• 体内遺伝子時計遺伝子の発現を検出できる胚性線

維芽細胞を開発し、MIELUCellTMとしてGPC研究所
社から上市（2017年4月）

食品機能性評価システム
• 細胞の酸化ストレス耐性に関わるKeap1-Nrf2経路

が活性化されると発光する細胞を用い、酢に含まれる
ブテノライド化合物が細胞に酸化ストレス耐性を誘導
することを発見（Food Chem.Toxicol. 2017、特
許第6162312号 ）

発光生物 発光レポーター 発光細胞

体内時計遺伝子検出用細胞
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（３）「橋渡し」研究後期における研究開発
ケトン体・3-ヒドロキシ酪酸(3HB)の生物生産

化学合成が困難な３HBを生産するハロモナス菌を発見し、その分泌プロセスを解明
企業との共同開発でトンスケールでの生産体制を構築、販売予定

生物での大量生産の成功により、機能性食品、サプリメント、医薬品原料、化粧品原料への
応用に貢献

• ハロモナス菌を好気培養することで3HBのポリ
マーであるPHBを細胞内に蓄積

• 微好気培養に切り替えることで蓄積したPHB
を3HBに分解し、細胞外に分泌

• 培養条件の検討により、発見当初の生産効
率・速度を数十倍に向上

• 大阪ガス株式会社と共同でトンスケールでの
生産に成功

好気培養
PHB蓄積

微好気培養
3HB分泌

ケトン体・3-ヒドロキシ酪酸
(3HB)

ヒトの体内にも存在し、低血糖
時にエネルギー源として代謝
ポリマー化すると生分解性素材
のPHBに

ハロモナス菌による3HBの生物生産
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（３）「橋渡し」研究後期における研究開発
産総研生命工学領域発のベンチャー企業

平成29年度の民間企業・公的機関からの出資・共同研究費等獲得額:6.4億円（見込）
ロボットとITによる

創薬支援技術

ロボティック・バイオロジー・
インスティテュート（株）

総合ラボラトリーマネジメントシ
ステムとしてのロボット，ロボット
周辺機器及び ソフトウェアの
開発・販売・保守

2015/7/6認定
創薬分子プロファイリングRC

夏目 徹

糖鎖マーカー開発

グライコバイオマーカー・リーディ
ング・イノベーション（株）

2015/4/1認定
創薬基盤RI

久野 敦

細胞操作技術の
実用化

再生医療用iPS細胞の作製や細胞の
リプログラミングに関する研究開発事業、
及びバイオ医薬品等の創薬・製造支
援事業

ときわバイオ（株）

健康状態や疾患の
検知デバイス

（株）ジェイタス

2015/1/23認定
健康工学RI
永井 秀典

細胞培養装置等の
システム評価

2016/3/7認定
バイオメディカルRI

弓場 俊輔

メスキュージェナシス（株）

バイオ・ITの融合による
医薬品の共同開発

患者を層別化するバイオマーカー
の探索、ドラッグレスキュー、細胞
内リン酸化シグナルの解析

2017/9/19設立（認定待）
創薬分子プロファイリングRC

堀本勝久

ソシウム（株）

H27年度 H29年度

民間からの出資3.3億円、研究費
3,300万円を獲得

2015/3/20認定
創薬基盤RI
中西 真人

H26年度

杏林製薬社に
事業譲渡、知
財をライセンス
（2017/7）

高速遺伝子検査チップ及び装
置の製造・販売

糖鎖バイオマーカーの研究成果を
活用し臨床検査関連商品の開発
を行いこれを製造販売

民間企業から共同研究費4,500
万円、公的研究費 5,000万円を
獲得

細胞製造受託、細胞治療の
研究・開発、再生医療の安全
性・施設運用に関するコンサル
ティング

新規
設立

Ｍ＆Ａ

民間企業から1.8億円の出資、3
件の受託解析の予約受付

バイオ・ITの融合による
医薬品の共同開発

生物活性、有効成分含有量の
高いアシュワガンダ等を研究材料
として提供

Kaul-Tech（株）

新規
設立

悪性腫瘍標的
ペプチド薬の実用化

悪性腫瘍集積能と血液脳
関門通過能をもち、経口投
与可能なペプチドを用いた
脳腫瘍治療薬の開発

2016/11/4認定
（休眠中）
創薬基盤RI
福田 道子

（株）FONScure

2017/ / 認定
バイオメディカルRI

カウル スニル

H28年度
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株式会社ジェイタス
産総研技術移転ベンチャー（2015/1/23認定）
CTO:健康工学研究部門

永井 秀典 研究グループ⾧
事業内容:高速遺伝子検査チップ及び装置の製造・販売

超高速遺伝子定量装置
GeneSoC®

• １時間かかった遺伝子検査を８分に大幅短縮
• 乾電池で駆動し片手で持ち運べるほどの小型化に成功
• インフルエンザを既存法の1,000倍の感度で検出

病院・空港・商業施設など様々な現場で迅速かつ高精度に菌やウイルスを確定することを可能に

杏林製薬株式会社
資本金43億17百万円
従業員:1,797名
医療用医薬品・ヘルスケア事業を
実施する中堅製薬企業

全株式売却によるＭ＆Ａ
（2017/６/23プレス発表）

生命工学領域発ベンチャー企業のＭ＆Ａ

【目的】
• GeneSoC®による感染症診断で医療現場

における抗微生物薬の選択に貢献
• 抗微生物薬の適正使用を促進することで薬

剤耐性対策に貢献

2017/6/232017/6/23
プレス発表（３）「橋渡し」研究後期における研究開発
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• テーマ設定の適切性
橋渡し研究後期では、事業化に向けて民間企業と共同研究を実施するための研究テーマを設定している。

• 民間からの資金獲得額（評価指標）の目標値と実績値
目標値:12.7 億円
実績値: 5.8 億円 (平成29年12月時点)
見込み: 7.2 億円

• 「橋渡し」研究後期における研究開発の各種成果
① 産総研生命工学領域発ベンチャー企業に対する

民間企業からの出資等
・ 出資額

実績値:2.3億円（平成29年12月時点）
見込み:4.1億円

・ 共同研究費
実績値:0.8億円（平成29年12月時点）

（参考）生命工学領域と産総研発ベンチャーの民間からの資金獲得額の合計:12.1億円
株式会社ジェイタスの事業をＭ＆Ａで杏林製薬株式会社に譲渡（譲渡額未公表）

② 権威のある賞の受賞・グラント獲得実績
・ 「平成29年度工業標準化事業表彰／産業技術環境局⾧表彰」

• 中堅・中小企業の資金提供を伴う研究契約件数の大企業に対する比率
基準値:27.5% （平成23～25年度の平均）大企業: 74件 中小企業:28件
実績値:35.6% （平成29年12月時点） 大企業:114件 中小企業:63件

（３）「橋渡し」研究後期における研究開発

0

200,000

400,000

600,000

800,000

1,000,000

1,200,000

1,400,000

H27fy H28fy H29fy（12月時点）

民間資金獲得額の推移

見込み

基準値
（H23-25の平均）

目標値

目標値

目標値
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生命工学領域 生命工学

（１）創薬基盤技術の開発
• 産総研独自技術であるタンパク質アレイとIT技術を融合させ

た網羅的薬効解析技術の実証を進める。
• 培養細胞や身体・臓器モデルを用いて精密な薬効・毒性評価

を可能とする創薬基盤技術の開発を行う。
• 糖鎖マーカー等の探索と臨床的有効性を確認するとともに、

糖鎖技術を活用し創薬標的探索基盤技術の開発を行う。
• 創薬に資するナノイメージング技術の開発、タンパク質の精

密立体構造解析と高効率な化学合成技術を融合させた低分子
医薬探索、及び抗体医薬品製造の標準化を推進する。

• 創薬支援ネットワークの一員として、次世代天然物化学技術
研究組合等を介して産業界での創薬開発の支援を行う。

（２）医療基盤・ヘルスケア技術の開発
• 産総研の有するRNAベクターの高度化、幹細胞の品質管理技

術を向上させ、これらの産業界への技術移転を図る。
• 遺伝子解析などを用いた高速かつ安価にがん、感染症などの

疾病を診断する技術を開発する。
• 医療機器等の品質・有効性・安全性等に関する標準化・ガイ

ドライン化を進めるとともに、医療機器支援ネットワークの
一員として産業界での医療機器開発の支援を行う。

（３）生物機能活用による医薬原材料等の物質生産技術の開発
• 遺伝子組換え植物を用いた完全密閉型植物工場による医薬品

等、高付加価値物質の植物生産技術開発に取り組む。
• 微生物の代謝系改良により物質生産に資する有用微生物の開

発を行う。
• ゲノム編集の基盤技術開発を進めるとともに、ニワトリなど

を対象とし実用化を目指した応用研究を進める。

１．平成29年度の目標と代表的成果

次世代シーケンサーによるマイクロバイオーム解析の
絶対定量を可能に

• マイクロバイオーム（複合微生物相）試料に適用できる世界初の
精度管理用標準物質を開発

• 創薬など幅広い分野でマイクロバイオーム解析の標準化に貢献

好気培養
3HBのポリマー

を細胞内に蓄積

微好気培養
ポリマーを分解し

3HBを細胞外に分泌

ハロモナス菌によるケトン体・3-ヒドロキシ酪酸(3HB)の生産

生物による機能性物質生産の実用化に成功

• 大阪ガスと共同でトンスケールでの生産に成功
• 機能性食品、サプリメント、医薬品原料、化粧品原料へ応用可能

3ＨＢ
ヒトの体内にも存在
し、低血糖時にエネ
ルギー源として代謝

- 57 -



67

生命工学

２．特筆すべき成果
【目的基礎】
平成29年度の論文発表・被引用等

• 論文合計被引用数は目標値7400に対し、H29.12月時点で7368（前年度比104%）
• IF10以上の論文掲載数は、H29.12時点で17（前年度比340%）
• 論文１報あたりの平均引用数 6.4 （H26-28年発表論文の平均引用数）
アウトカム:高質の論文が増加しており、産総研の研究プレゼンスを内外に示すことで、産総研の国際的な地位の確立を
もたらしている。

【橋渡し前期】
H29fyに推進した主なナショナルプロジェクトや知財実施・譲渡契約等

• 大型ナショナルプロジェクト:植物等の生物を用いた高機能品生産技術の開発（NEDO）、糖鎖利用による革新的創薬
技術開発事業（AMED）、In-vitro安全性試験・薬物動態試験の高度化を実現するorgan/multi-organs-on-a-chipの開発
とその製造技術基盤の確立(AMED)

• 「橋渡し」前期の研究開発を推進する研究費の中心となる公的外部資金（直接経費）は、平成29年12月末現在で17.3億円を獲
得（前年度獲得額15.6億円）

• 知的財産の実施・譲渡契約件数は128件（目標値100件、達成率128%、前年同月比の124%）
アウトカム:大型国家プロジェクトを立ち上げ、研究開発の策定から実施までを牽引することで、国の産業基盤の構築に貢献した。知財
の実施契約件数等の増加は、社会ニーズに即した強い知財を取得し、産業界に橋渡しできていることを示している。

【橋渡し後期】
H29fyに受入れた民間資金等
• 生命工学領域発産総研認定ベンチャー7社で、民間企業・公的機関からの出資・共同研究費等を計6.4億円獲得見込
• 産総研認定ベンチャー株式会社ジェイタスの事業をＭ＆Ａで杏林製薬株式会社に譲渡（譲渡額未公表）
• 産総研の技術を橋渡しすることにより平成29年度は6件の上市につなげた
• 民間企業との共同研究等による民間資金獲得額は総額約5.04億円（H29.12時点）
• 再生医療分野での国際標準化に対する貢献が評価され、工業製品の標準化推進活動に優れた功績を有する方を表彰する

「平成29年度工業標準化事業表彰／産業技術環境局⾧表彰」を受賞
アウトカム:事業化に向けた研究開発を、民間企業からの資金提供を受けた共同研究や産総研発ベンチャー設立による事
業展開を進め、新技術の「橋渡し」に繋がっている。
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